
　第 27回平和のための戦争展 in 北九州が 8月 27、28日、
八幡西区黒崎の黒崎コムシティで開催され、2日間で約
300 人が会場を訪れました。三輪俊和実行委員長は「憲
法 9条こそ、アジアと世界の平和な未来を輝かせている。」
憲法を守り活かす、平和の道を堂々と歩む、平和憲法を
未来に繋いでいこう」と開会あいさつ。平和のうたごえ
はメンバー作詞の「ウクライナに平和を」などを披露し
ました。
　六本松総合法律事務所の井下顕弁護士が「ロシアのウ
クライナ侵略問題と憲法 9条改正問題」について記念講
演。井下弁護士は「ロシアのウクライナ侵略は明確な国

際法違反、これは明確にしておかないといけない」と指摘。
ウクライナ侵略に便乗した 9条改憲を許さないため、「国
政選挙がない黄金期間の 3年間に必ず憲法改正を仕掛け
てくる。大事なのはそれまでに何をすべきか。草の根か
らの運動が求められている」と呼びかけました。　　
　対談企画では8月25日に閉館した「北九州平和資料館」
管理人の小野さん、大石市議会議員、同館の小松さんが、
同館開館までの経過や、北九州市における平和運動を振
り返り、小野さんは「これから大事なのは子どもたちに
どう伝えていくのか。新たな展示施設もできるので、頑
張ってもらいたい」と話しました。

第 198 号 市民の会ニュース 2022 年 9 月 1 日（１）

平和のうたごえ

三輪実行委員長

井
下
弁
護
士

北九州平和資料館・対談企画



第 198 号 市民の会ニュース 2022 年 9 月 1 日（２）

平
和
と
く
ら
し
を
守
る
北
九
州
市
民
の
会

〒
８
０
３-

０
８
１
７　

小
倉
北
区
田
町
13ｰ

21
田
町
ビ
ル
３
Ｆ

℡
０
９
３-

５
９
２-

５
０
０
０

fax
０
９
３-

５
７
１-

４
３
４
６

http://sim
innokai.sakura.ne.jp

e-m
ail:koe@

sim
innokai.com

活発な議論が行われた幹事会

討議資料

原発原発なくせ 安倍国葬安倍国葬やめろ
　８月１９日17時半から、小倉駅で、「さよなら原発！北九州連絡会」の金曜行動が取り組ま
れました。全国の運動に呼応する金曜行動は、北九州市では、478 回を重ねます。リレ－ト－
クと署名活動をし、「原発なくせ！」のコールで閉めました。
　18時 15 分からは、「平和をあきらめない北九州ネット」の 19日定例街宣が取り組まれました。
安倍国葬反対のチラシを配布、この日も大きな立て看板が目立ちました。

　「平和とくらしを守る北九州市民の会」の
第 31回幹事会が 8月 25日夜、市立戸畑生
涯学習センターで開催され、来年 1月に予
定されている北九州市長選挙の情勢、候補
者選定の見通しなどについて報告がありま
した。約 20人が参加。市民の会・候補者選
考小委員会での北九州市長選の候補者選び
は大詰めを迎えており、9月中に決定した
いとの方向性が示されました。
　第 31 回幹事会で、三輪俊和事務局長が
2021 年の経過報告・活動総括、2022 年の活
動の方針を報告。活発な意見交換がおこな
われ、全会一致で承認されました。
　来年早々の北九州市長選挙をめぐっては、すでに出馬表明する候補者が現
れて、現職の北橋健治市長の動向もマスコミ報道されるなど、動きが活発に
なっています。当日の幹事会では、市民の会作成の「討議資料」が配布され、
市長選挙に向けた政策作りを各団体で進めることが確認されました。「市立
学校の特別教室へのエアコン設置」「教室にはタブレット保管スペースなど
が増えて狭くなっている。30人学級を求めるべき」「補聴器を購入したがか
なり高額。耳が聞こえづらくなると認知症も進むと言われている。購入への
補助金制度をつくってほしい」など多くの政策要望の声があがりました。9
月末までに各団体で意見をまとめて、市長選挙の政策づくりに活かすことに
なります。

第478回　さよなら原発！金曜行動 平和ネット19日定例街宣

候補者選び大詰め

1 
 

 

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
のの
感感
染染
拡拡
大大

市市

民民
のの
生生
活活
とと
健健
康康
がが
おお
びび
やや
かか
ささ
れれ
てて
いい

まま
すす

 

ここ
れれ
にに
加加

政政
府府
のの
円円
安安
誘誘
導導
政政
策策

とと
ロロ
シシ
アア
にに
よよ
るる
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ
侵侵
略略
がが
物物

価価
高高
騰騰
をを
招招

２２
００
２２
２２
年年
１１
月月
かか
らら
８８

月月

２２
万万
品品
目目
以以
上上
のの
値値
上上
げげ
がが
予予

想想

帝帝
国国

調調

査査

  

  ●
年
金
引
き
下

高
齢
者
医
療
費

の
二
倍
加

市
民
の
願
い
に
逆
行
す

る
政
治 

  

国国
民民
がが
苦苦
しし
んん
でで
いい
るる
ここ
のの
時時
にに

年年
金金

がが
削削
減減

高高
齢齢
者者
のの
医医
療療
費費
負負
担担
がが
２２

倍倍
にに
ささ
れれ
まま
すす

年年
金金
切切
りり
下下

安安
倍倍
政政
権権
かか
らら
のの
１１
００
年年
間間
でで
６６
・・
７７
％％
にに

達達

生生
活活
をを
切切
りり
崩崩
すす
冷冷
いい
政政

治治
でで
すす

  

  ●
来
年
１
月
の
北
九
州
市
長
選
挙
で

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
政
に

転
換
し
よ
う 

  

生生
活活
苦苦
のの
現現
状状
にに
対対
しし
てて

北北
九九
州州
市市
政政

はは
国国
のの
対対
策策
以以
上上
のの
施施
策策
をを
行行

いい
まま

  

市市

ココ
ロロ
ナナ
感感
染染
拡拡
大大

期期
間間

国国
のの
支支
援援
制制

度度
にに
加加
ええ
てて
小小
規規
模模
事事
業業
者者
へへ
のの
家家
賃賃
補補

助助
やや
給給
付付
金金
支支
給給
なな
どど
をを
独独
自自
にに
行行
いい
まま

期期
間間
終終
了了
後後
にに
はは
直直
接接
支支
援援
はは
ああ

  

来来
年年
１１
月月
にに
はは
北北
九九
州州
市市
長長
選選
挙挙
がが
予予

定定
ささ
れれ

市市
政政
のの
ああ
りり
方方
がが
問問
わわ

れれ
てて
いい
まま
すす

みみ
んん
なな
でで
生生
活活
をを
応応
援援
すす
るる

市市
政政
にに
転転
換換

  

          は
ど
ん
な
政
策
を
す
す
め

 
  

２２
００
００
７７

北北
橋橋
健健
治治
氏氏
がが
市市
長長
にに
就就

任任
しし
てて
４４
期期
１１
６６
年年
間間

市市
長長
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
市市
政政
をを
推推
進進

  

  

●
公
共

削
減 

 

◇
学
校
給
食
・
医
療
・
保
育
な
ど

を
削
減 

北北
橋橋
市市
長長
がが
就就
任任
しし
てて

のの

のの
民民
営営
化化
・・
独独
立立

行行
政政

のの

保保
育育
所所
をを
４４
園園
にに

のの

削削
減減
とと
民民
間間
委委
託託
をを

にに

重重
要要
なな
役役
割割
をを
果果
たた
すす
保保
健健
所所
もも
１１
カカ
所所

のの
まま
まま
にに

  

市市
職職
員員
をを
１１
６６
年年
間間
でで
２２
千千
２２
百百
人人
もも

削削
減減
しし

公公
共共

をを
低低
下下

今今

市市
役役
所所
のの
デデ
ジジ
タタ
ルル
化化
でで
ささ
らら
にに
職職
員員

削削
減減

  

  ◇

で

小
学

校
を
２
５
％

市
営
住
宅
も
４
割
削
減 

２２
００
１１
６６
年年
かか
らら
進進
めめ
てて
きき
たた

公公
共共
施施

設設

でで
はは

ささ
らら
にに
公公
共共
ササ

をを
削削
減減

  

のの

とと
称称

小小
・・

中中
学学
校校
のの
統統
廃廃
合合

小小
中中
学学
校校
がが
４４
分分
のの
１１
にに
削削
減減

  

学学
校校

適適
正正
規規
模模

小小
学学
校校
１１
２２とと

しし
てて
いい

先先
進進
国国
のの
基基
準準
かか
らら
かか
けけ

離離

  

・・
市市
営営
住住
宅宅
へへ
のの
要要
望望
はは
非非
常常
にに
強強
いい
にに
もも

市市
はは
空空
きき
区区
画画
をを
募募
集集
にに
出出

ささ
ずず
にに

をを
理理
由由
にに
４４
割割
削削
減減
しし

  

◇◇
次次
々々
とと
行行
うう
公公
共共

のの
削削
減減
をを

ここ
のの
まま
まま
許許

  

  

●
歴
史
的
文
化
価
値

解
体 

・・
日日
本本
をを
代代
表表
すす
るる
著著
名名
なな
建建
築築
家家
がが
設設
計計

貴貴
重重
なな
歴歴
史史
的的
・・
文文
化化
財財
とと
ささ
れれ
てて
いい

をを

もも

のの
保保
存存
活活
用用
をを
求求

７７
千千
人人
をを
超超
ええ
るる
声声
やや
日日
本本
建建
築築
学学
会会
なな

どど
かか
らら
のの
保保
存存
のの
要要
望望
をを
無無
視視

  

・・
門門
司司
区区

区区
役役
所所
やや

会会
館館
なな
どど
をを
高高
潮潮
浸浸
水水
想想
定定
区区
域域
にに
ああ
るる

ＪＪ
ＲＲ
九九
州州
のの
所所
有有
地地
にに
移移
設設
しし
よよ
うう
とと
しし

施施
設設
へへ
のの
浸浸
水水
やや
駅駅
前前

のの
大大
混混
雑雑
なな
どど
がが
心心
配配

基基
本本
設設
計計
がが
二二
転転
三三
転転
しし
事事
業業
費費
もも
百百
億億

円円
にに
膨膨
張張

  

・・
弥弥
生生
時時
代代
後後
期期
のの
貴貴
重重
なな
財財
産産
でで
ああ
るる

城城
野野
遺遺
跡跡
のの
ほほ
ぼぼ
全全
域域
をを

やや

日日
本本
考考
古古
学学
協協
会会
なな
どど
専専
門門
家家
かか
らら
のの
学学

術術
的的
文文
化化
的的
価価
値値
のの
保保
存存
要要
望望
をを
無無
視視
しし

  

  

の
押
し
つ
け 

の
声
を
聞
か
な
い

 
  

現現
実実
にに
３３
万万
５５
千千
人人
もも
のの
市市
民民
がが
生生
活活

しし
てて
いい
るる
区区
域域
をを
一一
方方
的的
にに

市市
街街
化化
調調
整整

にに
変変
更更

逆逆
線線
引引

市市
がが
決決
定定
しし
たた
内内
容容

でで
強強
引引

にに
受受
けけ
入入
れれ
ささ
せせ
よよ
うう

のの
侵侵
害害

土土
地地
のの
価価
値値
がが
大大

幅幅
にに
下下

市市
民民
かか
らら
強強
いい
抗抗
議議
のの

声声

２２
００
２２
２２
年年
２２
月月
議議
会会

６６
７７
００
００
人人

をを

求求
めめ
るる
声声
がが
寄寄

せせ

らら

れれ
まま

しし

  北北
橋橋
市市
長長
はは

のの
不不
信信

感感

をを

生生
むむ

なな

大大
きき
なな
不不

安安
感感
をを
いい
だだ
かか

せせ
たた
ここ
とと
はは
反反

省省
すす
べべ
きき

をを

大大
幅幅
にに
縮縮
小小
ささ

せせ

  

  ◇
国

何

賛
成 

  

北北
橋橋
市市
長長

市市
民民
のの
声声
はは
無無
視視
しし
なな
がが

国国
のの
いい
うう
ここ
とと
にに
はは
何何
でで
もも
賛賛
成成

国国
のの
悪悪
政政
にに
何何
のの
モモ
ノノ
もも

  

  

●
公
約
違
反
に
反
省
な
し 

北北
橋橋
市市
長長

退退
職職
金金
はは
受受
けけ
取取
らら
なな

公公
約約

年年
毎毎
にに
退退
職職
金金

をを
約約
２２
６６
００
００
万万
円円
をを
受受
けけ
取取

任任
期期
もも

３３
期期

期期
続続
けけ
てて

  

・・
大大
型型
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
もも

採採
算算
のの
とと
れれ
なな

いい
箱箱
もも
のの
事事
業業

がが
らら

億億

をを
建建
設設

億億
円円

をを

のの
反反
省省
はは

  

          

市
民

地
域
経
済

現
状

 
  

●
低
い
賃
金

毎
年
３
万
人
が
市
外

に
転
出 

  

本本
市市
でで
働働
くく
労労
働働
者者
のの
平平
均均
賃賃
金金

福福

岡岡
市市
とと
比比
べべ
てて
時時
給給
でで
２２
００
００
円円
もも
低低
くく

求求
人人
時時
のの
時時
給給
額額
もも
最最

低低
賃賃
金金
でで
のの
求求
人人
がが
全全
体体
のの
２２
割割
をを
占占
めめ

まま
すす

福福
岡岡
自自
治治
労労
連連
調調

  

有有
効効
求求
人人
倍倍
率率
もも
福福
岡岡
市市
よよ
りり
５５
ポポ
イイ
ンン

トト
低低

働働
きき
盛盛
りり
のの
層層
をを
中中
心心
にに
市市
外外
へへ

のの
転転
出出
がが
昨昨
年年
はは
２２
万万
８８
千千
人人
にに
のの
ぼぼ
りり

最最
低低
賃賃
金金
のの
引引
きき
上上

安安
心心
しし

てて
生生
活活
でで
きき
るる
仕仕
事事
・・
雇雇
用用
のの
拡拡
大大
がが
重重
要要

  

区区域域区区分分変変更更反反対対のの集集会会（（戸戸畑畑区区牧牧山山））  

 

大
変
！ 

 

今

 

健
康

安
心

 

暮

市
政

 

月 

 

2023年
北九州市長選


